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消防法が改正され、全国一律に住宅用火災警報器等の設置が義務付けられました。

○新築住宅は、平成18年６月１日から設置

○既存住宅は、平成23年５月31日までに設置

住宅用火災警報器ってどんなもの？

火災警報器は火災を見付けて、音や音声でお知らせします。

なぜ火災警報器が必要なのですか？

就寝中や密室等にいる時など、火災に気づくのが遅れないようにするため必要です。

消防法令適合品はＮＳマーク付き！

消防法令適合品で日本消防検定協会の

「ＮＳマーク」のついた商品を選びましょう。

火災警報器にはどんな種類がありますか？

・煙式（光電式）…寝室・階段など

煙が火災警報器に入ると音や音声でお知らせします。

・熱式（定温式）…車庫・台所など（大量の煙や湯気が

滞留する場所等）

火災警報器の周囲温度が一定の温度に達すると音や音声でお知らせします。

・火災・ガス漏れ複合型

火災警報器とガス漏れ警報器の機能を複合した警報器

※これらの火災警報器には「電池を使うもの」や「家庭用電源（AC100V）を使うもの」があります。

火災警報器はどこに取り付けるのですか？

寝室の用に供する居室（寝室）、寝室がある階の階段などの

天井や壁に設置します。

●取り付けが義務付けられている所　

●取り付けをおすすめする所

悪質な訪問販売にご注意！

住宅用火災警報器等の設置義務化を契機として、

不適正な価格・無理強い販売などを行う業者に

ご注意ください。

（火災警報器は、クーリングオフの対象です。）

※各公民館、各種団体等の要望により、住宅用火災警報器に関する説明会を行います。

説明会を希望される場合は、消防本部 予防係にご連絡ください。

消防本部（132-0119）
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健康増進課（133-5613）

国民健康保険の加入者及び老人保健適用者で、現在認定証をお持ちの方（一般：黄色、高

齢受給者：はだ色、老人医療受給者：水色）の有効期限は７月31日までです。市民税非課税

世帯等に該当される方は、切り替えをしてください。

区分Ⅰ…世帯主及び世帯全員が市民税非課税で、その世帯の所得が一定基準以下の人

区分Ⅱ…世帯主及び世帯全員が市民税非課税の人

一定以上所得者…現役世代の平均収入以上の所得がある人

○切り替えに必要なもの

①保険証

②一般（70歳未満で老人医療受給対象者でない方）：国民健康保険標準負担額減額認定証（黄色）

③高齢受給者：国民健康保険限度額適用・標準負担額認定証（はだ色）と高齢受給者証（桃色）

④老人医療受給者：老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証（水色）と医療受給者証（白色）

○問合せ ・串木野庁舎　健康増進課　保険給付係（133-5613）

・市 来 庁 舎　健康福祉課　保険給付係（121-5120）

一　　般　　加　　入　　者　　  260円 

210円 

160円 

100円 7 0 歳 以 上 で 区 分 Ⅰ の 人  

9 0 日までの入院 

9 0 日を越える入院 

市民税非課税 

世　帯　  等 

7 0 歳以上では 
区分Ⅱの人 ［  ］  過 去 1 2 ヵ月の 入院日数 ［  ］  

一定以上所得者 

一　　　　　般 

区　　分　　Ⅱ 

区　　分　　Ⅰ 

72,300円＋ 
［（実際にかかった医療費－361,500円）×１％］ 

（４回目以降は40,200円） 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

高齢受給者及び老人医療の入院時自己負担限度額 （１月あたり） 入院時の食事代の自己負担額（１食あたり） 

一　般 高齢受給者 老人医療受給者

国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認定証の切り替えについて
国民健康保険標準負担額減額認定証及び老人医療の
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今回は、市教育委員会から、前回の「学力アップ」に続き、「体力・気力アップ」の取組をご紹介します。

～はじめに～
知育・徳育・体育のうちの「体育」に関する面では、近年、中・高年の体力の向上とは反対に児童生徒の体力

が低下してきていることや、運動に取り組む児童生徒の二極化現象（運動をよくする子としない子がはっきり分
かれる傾向）が起きていることなどの点が懸念されています。
安全面においても、全国的に児童生徒が被害者となる痛ましい事件や事故が多発しています。このような事件

や事故は、いつ・どこで起こるかわからない状況にあります。
さらに、「食育基本法」の制定にも表れているように、生活習慣病の低年齢化や食の大切さを再認識する動き

等から、「知育」「徳育」「体育」の基盤となる「食育」の重要性が叫ばれています。また、食育は、児童生徒の
気力アップや精神的な安定を図る上でも大切な教育であります。

【「体力・気力アップ」に向けて】
～本市児童生徒の実態～
a 体力の実態（平成17年度の新体力テストの結果から）

＜新体力テストの実施種目＞

平成17年度の本市の児童生徒の全国及び県と比較した場合の体力の実態は、次のとおりです。これは平均値
からの傾向ですので、学校単位や個人では違いがあります。

また、安全面では、本市は、児童生徒の登下校時等の安全確保を図るために、小・中学生に防犯ブザーを貸与
しています。さらに、本市内には、小・中学生の安全確保を図るため、登下校時に通学路で見守ってくださった
り、パトロールをしたりしてくださっているボランティアの方々が多数いらっしゃいます。

～おわりに～
児童生徒の体力・気力を高める、また、危険を予知し回避する力をつける、さらに、食の大切さを再認識させ

るためには、学校での取組はもちろんのこと、家庭での取組も重要になってきます。防犯ブザーの点検をしたり、
親子でスポーツに取り組んだりするなど、それぞれのご家庭で具体的な取組をお願いします。
次回は、「思いやりアップ」について紹介します。

～具体的な取組～
このような児童生徒の実態等を踏まえ、本市では、全小・中学校で次のような目標を掲げて取り組んでいきます。

s 食に関する実態（平成17年度本市調査の結果から）

３アップ ３アップ いちき串木野市３アップ 作戦展開中 

① 握力（筋力） ② 上体起こし（筋力・筋持久力）
③ 長座体前屈（柔軟性） ④ 反復横跳び（敏捷性）
⑤ 20ｍシャトルラン（全身持久力） ⑥ 50ｍ走（スピード）
⑦ 立ち幅跳び（筋パワー） ⑧ ボール投げ（巧緻性・筋パワー）
⑨ 持久走（全身持久力）…中学校のみ実施

小学生男子は、③、④、⑥、⑦、⑧に優れ、①、②が劣っています。その他は、全国・県と同じレベルに
あります。
小学生女子は、①、②、④、⑧に優れ、③が劣っています。その他は、全国・県と同じレベルにあります。
中学生男子は、①、②、③、④、⑧が劣り、その他は、全国・県と同じレベルにあります。
中学生女子は、③、④、⑨が劣り、その他は、全国・県と同じレベルにあります。

小・中学生の約15％が、朝食をときどき食べていません。
インスタント食品を毎日食べている小・中学生はいませんが、週に１、２回食べている小・中学生が約55％います。
食事の手伝いは、約60％の小・中学生がときどきしていますが、ほとんどしない小・中学生が約16％います。

これ以外に、食に関する指導の重点では、次のようなスローガンを掲げています。

（注）「一校一運動」とは、学校体育を中心に家庭・地域社会が連携し、体育的実践活動を推進し、体力の向上を図り、
運動好きな児童生徒を育成する取組のことです。

○毎日　笑顔で食べよう　朝ご飯　　　　　　○進んでしよう　自分でできる　食事の手伝い

重　点　事　項

「一校一運動」の推進

安全指導の徹底

保健指導・食に関する指導の充実

１

２

３

達　成　目　標

100％（全学校実施）

交通事故・水難事故・不審者関係の事故０（ゼロ）

インフルエンザの予防　　給食事故０（ゼロ）
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～小・中連携で「学力アップ」を～
いちき串木野市小・中学校国語研究会を、６月６日、市来中
学校で実施しました。
この会は、国語科で児童生徒が身につけるべき基礎・基本は
何かを探り、一人一人を伸ばす指導法について小学校と中学校
が連携して研究するものです。
当日は、市来中学校２年２組で研究授業（授業者：竹内紳悟
教諭）が行われました。生徒は落ち着いた学習態度で、メモを
取りながら必要な情報を聞き取り、その内容を相手に伝えてい
ました。
また、研究協議では、各学校から「定期漢字テストの実施」、

「チャレンジタイム（全校一斉に行う学力向上タイム）の実践」、
「家庭学習の手引きを活用した家庭学習の充実」等の具体的な事例が挙げられました。
さらに、今年度は、小・中学校ともに授業や家庭学習の中に積極的に音読（声を出して文章を読む活動）

を取り入れようと共通理解が図られました。
家庭でも、音読の取組へのご協力をお願いします。

～さあ、夏休み！家庭、地域でも体験活動を！～
子どもたちは、直接的な体験を通して、感動したり驚いたりしな

がら思いや考えを深め、そこから自然の姿、実際の生活、社会の在
り方を学んでいくものです。しかし、今の子どもたちは、昔に比べ
て生活体験、社会体験、自然体験等が少なくなっている傾向があり
ます。
さて、いちき串木野市は、平成18・19年度の２年間、文部科学省

の「豊かな体験活動推進事業」の指定を受け、各学校においては、
「米づくり」「国道クリーン作戦」「サンドクラフト大会」「高齢者と
のふれあい活動」「職場体験学習」などの特色ある体験活動に取り組
んでいます。
わたしたちのいちき串木野市には、多彩な自然、歴史、文化があ

り、地域全体で子どもを育てようとする教育的な伝統・風土が残っています。子どもたちの豊かな成長を支
えるためには、学校だけでなく、家庭・地域においても、これらの伝統・風土を生かしながら、子どもたち
に対して「意図的」「計画的」に様々な体験活動の機会の充実を図ることが大切です。
いよいよ夏休みに入りますが、各家庭・地域で子どもたちの心躍るような体験活動が計画され、郷土に誇

りと愛着を持った心豊かでたくましい「いちき串木野っ子」が育つよう、ご協力をよろしくお願いします。

No.18No.18No.18No.18No.18No.18
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〈照島小サンドクラフト大会〉

〈市来中研究授業〉

～いちき串木野市はキャリア・スタート・ウィーク推進地域に指定されています～
近年、働かない若者が増えてきています。文部科学省は、子どもたち

に勤労観や職業観をはぐくむキャリア教育の充実のために、キャリア・
スタート・ウィーク推進地域を指定しています。本年度、いちき串木野
市はその指定を受けました。
この指定を受けた地域では、中学生の５日間の職場体験を含めて、地

域ぐるみで将来を担う若者を育てるための教育の在り方を研究すること
になります。
去る６月28日に第１回目のいちき串木野市キャリア・スタート・ウィ

ーク実行委員会が開催されました。中学生が5日間の職場体験活動を行う
ための環境を整えることが、この実行委員会の一番の目的です。

実行委員会は、次の関係機関・団体等の代表の方々で構成されています。
・社会福祉協議会　・いちき串木野商工会議所　・市来商工会　・ＪＡさつま日置串木野支所
・串木野市漁業協同組合　・市内各中学校及び中学校ＰＴＡ　・市教育委員会学校教育課
キャリア・スタート・ウィークは、地域ぐるみで将来を担う人材を育てる取組です。職場体験活動を行う中

学生を見かけましたら、ぜひ応援してください。市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

〈中学生の職場体験の様子〉
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「鹿児島の夏！　マナーが輝く　快適ロード」をスローガンに、７月21日（金）から７月30日（日）にかけ、

夏の交通事故防止運動が実施されます。

交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図りましょう。

運動の最重点 高齢者の交通事故防止　～特に薄暮時・夜間における事故防止～

運動の重点 １．自転車の安全利用の推進

２．飲酒運転の根絶

薄暮時の高齢者（65歳以上）の交通死亡事故が多発！

○高齢歩行者を見かけたら、減速するなど思いやりのある

運転に心がけましょう。

○薄暮時や夜間に外出する時は､夜光反射材を身につけま

しょう。

○道路を横断する際は､必ず一旦止まって左右の安全を確

認してから渡りましょう。

☆毎月15日は､「高齢者交通安全の日」です。高齢者を交

通事故から守りましょう。

自転車の安全利用の推進

○例年、夏休み期間中は、道路への飛び出しや車の直前直

後の横断時に子どもの交通事故が多発しています。

薄暮時から夜間にかけて、自転車の重大事故が多発する

傾向にあることから、早めの点灯を励行しましょう。

飲酒運転の根絶（なくそう！悪質・危険な飲酒運転）

○飲酒運転の悪質・危険性、責任の重大性を十分認識する

とともに、飲酒を伴う会合等には公共の交通機関等を利

用し、飲酒後は絶対に車を運転しないようにしましょう。

☆飲酒運転「四（し）ない」運動

・運転するなら酒を飲まない

・酒を飲んだら運転しない

・酒を飲んだ人に運転をさせない

・運転する人に酒をすすめない

夏の交通事故防止運動 夏の交通事故防止運動 夏の交通事故防止運動 夏の交通事故防止運動 
自治振興課（133－5632）
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まま ののちち話題

管工事組合が奉仕作業
全国水道週間（６月１～７日）の一環として、市

内の管工事組合（舎川組合長・組合員11社）に、羽
島小ヶ倉水源地や管理道路の草払いをしていただき
ました。
なお、同組合には平成９年から奉仕作業をしてい

ただいております。

交通遺児支援ハンドル献金
長年続く市役所職員による交通遺児支援のための

「ハンドル献金」の取組が今年も行われました。
献金は、財団法人鹿児島県交通被災者たすけあい

協会において交通遺児のための図書券・就職支度
金・卒業祝い金・はげまし大会の開催・高校生育英
奨学金及び特別激励金の贈呈など、交通遺児の激励
援助事業に有効活用されます。
これからも引き続き献金に協力するとともに、１

件でも交通事故が減少することを念願するものです。

汐見ソフト全国大会出場！！
５月下旬から６月上旬に開催された、全日本小学

生男子ソフトボール大会鹿児島県予選において、汐
見ソフトボールスポーツ少年団（内司健監督）が見
事優勝しました。
同少年団は、８月５日から８日に福岡県で開催さ

れる、第20回全日本小学生男子ソフトボール大会に
鹿児島県代表として出場します。
多くの大会で好成績を収めている同少年団の活躍

が期待されます。

平成18年度 全国危険物安全協会
理事長表彰を受賞！

６月５日、「日本地下石油備蓄株式会社 串木野事
業所」が、優良危険物関係事業所として、「平成18
年度全国危険物安全協会理事長表彰」を受賞されま
した。
同事業所は、平成５年１月の原油備蓄以来、「無

事故・無災害」をモットーに、危険物施設の維持管
理及び危険物の貯蔵・取扱いに関して、関係法令を
遵守し、適正にその業務を遂行していることはもと
より、各種研修会・講習会への積極的な参加及び公
的機関との連携ある防災訓練の実施など、安全管理
に関する教育訓練が徹底され、常に防災意識の向上
が図られています。
また、ISO14001（環境管理等に関する国際規格）

認証を取得するなど、環境管理面においても高いレベ
ルにあり、更には地域行事等への参加も推進し、地域
ぐるみの防災体制にも積極的に取り組んでいます。
このような実績を踏まえ、安全操業に積極的に取

り組んでいることが多大なる評価を受け、今回受賞
されました。
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まちの話題まちの

第18回 いきいき健康体操の集い
６月11日、市体育センターで第18回いきいき健

康体操の集いが開催されました。
参加された186名のみなさんは、軽快な音楽に合

わせた健康体操や楽しいゲームで爽やかな汗を流さ
れました。

第８回 どろめんこ大会
６月４日、芹ヶ野地区の田んぼで、旭小学校Ｐ

ＴＡ主催による第８回どろめんこ大会が開催され
ました。
市内の複式学級の児童や地域住民など約150人が

参加し、ドッジボールや綱引き、田んぼフラッグな
どを楽しみました。泥まみれの熱戦が繰り広げられ、
大げさに倒れこむ子どもたちの姿に会場は大いに盛
り上がり、盛んな声援や笑い声が起きました。
参加者は、山々に囲まれた田植え前の田んぼの中

で、自然を満喫した一日でした。

第22回 いちき串木野市空手道大会
６月25日、市体育協会主催による第22回いちき

串木野市空手道大会が、串木野体育センターで開催
され、市内外から約160名が参加し、日ごろの練習
の成果を発揮していました。
【本市の主な成績（敬称略）】
●小学生初級低学年の部
優　勝 新　留　涼　雅（市来支部）
準優勝 冨　宿　　　颯（串木野支部）
第３位 西　原　佳　胤（市来支部）
第３位 峯　元　涼　助（市来支部）
●初級高学年の部
優　勝 田之頭　　　涼（市来支部）
準優勝 久　保　慶太朗（市来支部）
●小学生中級の部
第３位 久　保　文　乃（市来支部）
●小学生上級の部
準優勝 勝　田　恭一朗（串木野支部）
●中学生の部
優　勝 大六野　秀　畝（串木野支部）
●高校生の部
優　勝 内　田　匡　信（串木野支部）
準優勝 丸　田　竜　也（市来支部）
●一般の部
準優勝 田之頭　一　憲（市来支部）

学生保護者会が
県民会議表彰を受賞

学生保護者会は、高校に在籍する子どもを持つ保
護者の会です。昭和35年に旧市来町で設立され、高
校生の非行防止や健全育成を目指し、下校時・夜間
の巡視指導や「高校生フェスティバル」の支援等を
行っています。
６月７日に開催された鹿児島県青少年育成県民会

議総会で、同会の地道な活動が認められ、青少年育
成県民会議表彰を受賞しました。
会長は「地域の教育力の重要性が叫ばれているな

か、地域を基盤とした活動の重要性を再認識し、さ
らに当会を串木野地域にも広げていきたい」と今後
の抱負を述べていました。

▲上位入賞者
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まちの話題まちの

関東市来会
６月10日、東京都内で関東市来会が盛大に行われ、
約60名の参加者が再開を喜び合いました。
また、本市からも市長や議員など５名が参加し、

現況報告や思い出話をして交流を深めました。

市来農芸高等学校が優秀賞受賞
６月21日と22日、いちきアクアホールで開催さ

れた鹿児島県学校農業クラブ連盟主催の各種発表大
会において、市来農芸高等学校の生徒が優秀賞を受
賞しました。
同大会は、農業高校の甲子園と呼ばれており、今

回は県内15の農業高校の生徒（約200名）が、意
見・プロジェクト発表を行いました。なお、市来農
芸高等学校からは、毎年上位入賞者が出ています。
【市来農芸高等学校の優秀賞の紹介（敬称略）】
●意見発表
・『食の大切さを伝える栄養士を目指して』

萩　原　奈梨子（生活科　３年・写真①）
●プロジェクト発表
・『やぎの活用方法に関する研究

～行動調査からわかったやぎの魅力～』
生物工学科　３年（写真②）

・『人と環境に優しい養豚経営を目指して』
生物工学科　３年（写真③）

『いちき串木野 ＧＥＮＫＩ祭り』
６月10日、いちき串木野商工会議所青年部主催の

『いちき串木野　ＧＥＮＫＩ祭り（ディスコパーテ
ィー）』がシーサイドガーデンさのさで開催されま
した。
このイベントは、同青年部創立20周年を記念した

もので、市内はもとより近隣地域から1,000名を超
える参加者で賑わいました。
屋内では、老若男女が曲に合わせて踊り、ディス

コタイムを楽しみ、また、屋外に設置されたいちき
串木野特産「屋台村」（特産品食べ放題）では、地
元の味が満喫できるなど、踊って・食べてと会場は
多いに盛り上がりました。

市来農芸高等学校が花を寄贈
市来農芸高等学校は、毎年数回、市役所や駅など

に季節の花を寄贈しています。
「花を飾ることによって、人々を喜ばせたい」と

いう思いを込めて、農業経営科と生活科の３年生が
中心になって行っています。
みなさんもぜひご覧ください。

▲串木野庁舎

▲市来庁舎

①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①① ②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②

③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③
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照島バレーボールスポーツ少年団
２年連続九州大会出場！

６月24・25日に霧島市で開催された「全日本小
学生バレーボール都道府県大会・第26回 鹿児島県
小学生バレーボール大会」において、照島バレーボ
ールスポーツ少年団が準優勝し、８月18日から20
日に長崎市で開催される九州大会に出場することに
なりました。
キャプテンの中木屋千夏さんは、「昨年の３位を

上回る成績を目標にチーム一丸となってがんばりた
い」と話してくれました。

愛馬同好会が鹿児島県観光連盟
観光事業功労者表彰を受賞

県内外から多くの見物客で賑わう、春の風物詩
「串木野浜競馬大会」の実施団体である「串木野市
愛馬同好会（会長　中薗一夫氏）」が、このたび鹿
児島県観光連盟観光事業功労者として表彰を受賞し
ました。
来年は第50回の大会で、半世紀の歴史を刻む浜競

馬大会となりますが、昭和33年の第１回大会からの
会員５名を含め、愛馬同好会の今後益々の発展が期
待されます。
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バレーボールクラブカップ出場
６月18日、日置市で開催された全日本９人制バレ

ーボールクラブカップ女子選手権大会鹿児島県予選
において、串木野クラブ（中村真由美監督・部員14
名）が準優勝し、８月11日から14日まで滋賀県で
開催されるクラブカップ（全国大会）に県代表とし
て出場します。
串木野クラブは、今回を含め３年連続でクラブカ

ップに出場しており、今大会は上位進出を目指して
練習に励んでいます。
【串木野クラブホームページアドレス】
http://www.geocit ies.jp/kushikinoclub/

第１回 いちき串木野市消防団
消防操法大会

７月２日、日置北部公設地方卸売市場駐車場で第
１回いちき串木野市消防団消防操法大会が開催され
ました。
大会では、ポンプ車操法と小型ポンプ操法の競

技・審査が行われ、各分団の代表として出場した団
員は、日ごろの訓練の成果を披露していました。
なお、７月19日に開催される日置支部大会に、本

市の代表として出場する中央分団・川北分団・川上
分団への激励も行われました。
●ポンプ車の部　　　　　●小型ポンプの部
優　勝 中央分団　　　　優　勝 中央分団
準優勝 川南分団　　　　準優勝 羽島分団
第３位 羽島分団　　　　第３位 市来支所分団



まちの話題まちの

「社会を明るくする運動」への理解と参加を！！
社会を明るくする運動強調月間の一環として、キ

ャラバン隊が、７月４日に市長を訪問し、法務大臣
と鹿児島県知事からの「犯罪・非行の防止と更生の
援助のため、地域住民の理解と参加を求める」メッ
セージを手渡しました。
その後、キャラバン隊は、犯罪のない地域づくり、
青少年犯罪の未然防止などを訴えながら、市内広報
活動を行いました。

第36回 市内卓球大会
７月２日、串木野体育センターで市体育協会主催

による第36回市内卓球大会が開催され、団体7チー
ムと個人21名が熱戦を繰り広げました。
●団体戦
優　勝 串木野スマッシュＡ
準優勝 串木野スマッシュＢ
第３位 串木野高校Ａ
●個人戦（敬称略）
【一般男子Ａ級】
優　勝 林　　　徳　博（東塩田町）
準優勝 松　下　孝　一（下名）
第３位 井　上　　　治（緑町）
第３位 小　瀬　範　幸（下名）

【一般男子Ｂ級】
優　勝 木　原　聡　志（高校２年）
準優勝 松　下　三　孝（下名）
第３位 内　門　利　真（高校２年）
第３位 内　　　亮　太（高校２年）

【一般女子の部】
優　勝 喜　元　志　保（照島小勤務）
準優勝 南　濱 治　美（栄町）
第３位 池　田　美奈子（高校２年）
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第２回いちき串木野市さわやかボウリング大会
７月２日、串木野ゴールデンボールで市体育協会

主催による第２回いちき串木野市さわやかボウリン
グ大会が開催され、団体戦や個人戦に29チーム、
58名が参加し、さわやかな汗を流しました。
●本市の主な成績（敬称略）
【団体戦】
優　勝 村上 忠士・村上 富左枝チーム（下名）
準優勝 福島 善彦(東島平町)・西田 正子(昭和通)チーム

【個人ジュニアの部】
優　勝 清　水　翔　平（中学２年）
準優勝 石　元　麻　紀（小学４年）
第３位 永　井　　　豪（高校１年）

【個人一般男子の部】
優　勝 石　元　謙　吾（春日町）
第３位 宇　都　重　徳（下名）

【個人一般シニアの部】
優　勝 福　島　善　彦（東島平町）
第３位 上　山　孝　一（東島平町）

【個人女性の部】
優　勝 村　上　富左枝（下名）
準優勝 西　田　正　子（昭和通）
第３位 祐　下　由美子（上名）
※年齢別でハンディが異なります。

合気道会演武大会
６月10日、串木野中学校武道館でいちき串木野市

合気道会演武大会が開催されました。
今大会は、市合気道会や楓共励斎合気道スポーツ

少年団のほか、県内外からの愛好家など約60名が参
加し、日ごろの練習の成果を披露しました。
また、合気会祥平塾道場長の菅沼守人師範などが、
参加者に合気道の基本動作や心得を伝授されました。

▲本市の上位入賞者
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児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している
人は在住する市町村へ現況届・所得状況届を提出す
ることになっています。
この届は、手当を引き続き受給するために、必ず

提出しなければなりません（支給停止の方も提出し
てください）。
下記期限内に届が提出されない場合は、手当の支

給が停止され、さらに２年が経過すると受給資格を
喪失することになります。
●提出期限
児童扶養手当現況届
８月１日（火）～31日（木）
特別児童扶養手当所得状況届
８月11日（金）～９月11日（月）

●提出場所
串木野地域にお住まいの方…串木野庁舎　福祉課
市来地域にお住まいの方…市来庁舎　健康福祉課
●届出に必要なもの
１．（特別）児童扶養手当証書
２．印鑑（受給申請に使った印鑑）
３．世帯全員の住民票（児童扶養手当受給者のみ）
４．その他、添付書類が必要な方に対しては、書
類を送付しますので、記入のうえ提出してく
ださい。

※３・４の書類は８月１日以降の日付のものを提出
してください。

ひとり親家庭等医療費助成制度は、父子・母子家
庭等の医療費の一部を助成することにより、生活の
安定と福祉の向上を図ることを目的として行われて
います。
受給資格者証は、今年７月末日で有効期限が切れ

ますので、下記により更新の手続きをしてください。
また、この助成を受けるには受給資格者としての

登録が必要です。まだ、登録されていない方は、串
木野庁舎福祉課または市来庁舎健康福祉課で登録手
続きをしてください。
●対　象
父子・母子家庭で、18歳未満の児童（18歳にな

った日以降の最初の３月31日までの児童。障害のあ
る児童については20歳未満まで）がいる家庭、また
はこれに準じる家庭。
●更新手続きに必要なもの
・印鑑　・健康保険証　・旧受給資格者証

◆熱中症とは
高温・高熱にさらされたり、激しい運動などを行

ったときにみられるさまざまな体の不調です。
脈が早くなる、手足のけいれん、めまいなどに始

まり、重症例では意識障害やショックなどがみられ、
場合によっては死に至ることもあります。
子どもや高齢者については、注意して見守るよう

にしましょう。
高血圧、心臓病、糖尿病などの病気のある人や体

調がよくないときなどは、特に注意が必要です。
◆予防対策
●暑い中での無理な運動はさける
●水分を十分に補給する（就寝前を含めてこまめに）
●通気性のよい服装にする
●帽子、日傘などで頭部を保護する
●体調を整える
◆応急処置
●風通しのよい涼しい場所に移す
●体を冷やす
●水分を補給する
※症状が改善しないときには、すみやかに医療機
関で受診しましょう。

毎年８月15日は、「戦没者を追悼し平和を祈念す
る日」です。本年も次のとおり、戦没者追悼式を行
います。
遺族関係者をはじめ、市民のみなさんの多数のご

参列をお願いします。
●日　時 ８月15日（火）10：00～
●場　所 市民文化センター

ＮＨＫラジオでおなじみの夏期巡回ラジオ体
操が本市で開催されます。
活力あるいちき串木野市を全国に発信する絶

好の機会です。
皆様、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
●日　時 ８月８日（火）

午前５時50分集合
●場　所 串木野中学校グラウンド

※雨天時は串木野中学校体育館

おしらせ版おしらせ版
保健・衛生・福祉

熱中症を防ごう！

串木野健康増進センター（133－3450）・市来庁舎健康福祉課（121－5118）

ひとり親家庭等医療費受給資格者証の更新を！

串木野庁舎福祉課（133－5618）・市来庁舎健康福祉課（121－5117）

児童扶養手当現況届・特別児童
扶養手当所得状況届の提出

串木野庁舎福祉課（133－5618）・市来庁舎健康福祉課（121－5117）

平成18年度　戦没者追悼式

福祉課（133－5618）

夏期巡回ラジオ体操開催

市民スポーツ課（121－5129）

募 集 ・ 催 し
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『こんにちは市長』は、市長が直接市民と対話し、
みなさんの意見を聞き、市民と協働によるまちづく
りを進めます。あなたの声をお聞かせください。
●日　時 ８月24日（木）13：30～15：00
●場　所 市役所　串木野庁舎２階　市長室
●内　容 テーマ設定をせず、自由に意見交換をして

いただきます。
●定　員 ５人程度〔申込多数の場合抽選。結果は８

月11日（金）に連絡します。〕
※ただし、グループでの申込みは３人以
内でお願いします。

●申込方法 自治振興課（串木野庁舎）及び総務課（市
来庁舎）に専用の申込み用紙があります。

●申込期限 ８月７日（月）までに申し込んでください。
※個人またはグループ参加者の同一人の
重複申込みはご遠慮ください。

●問合せ 自治振興課
※公務等の都合により、やむを得ず日程を変更させ
ていただく場合がありますので、あらかじめご了
承ください。

「サマーフェスタin市来」・「祇園祭」・「七夕踊」
が、下記の日程で開催されます。
市民の皆様の多数のご参加とご観覧をお願いし

ます。
【サマーフェスタin市来】
●日　時 ７月29日（土）19：00～21：00
●場　所 市来ふれあい温泉センター裏
●内　容 お楽しみ抽選会、商工会青年部イベント、

東シナ海をバックに打ち上げる花火　等
【祇園祭（六月灯）】
●開催日 ７月29日（土）
●場　所 湊町地区内
●内　容
13時～ 花火を合図にスタート
15時～15時40分 濱田屋伝兵衛駐車場

（祇園山　四車競演）
18時～18時30分 八坂神社祭典
18時50分～ サマーフェスタin市来と合流

（祇園山　四車競演）
【七夕踊】
●開催日 ８月６日（日）
●場　所 大里地区内
●時　間 ８時～　中福良

10時～　門　前
15時～　払　山

●内　容 太鼓踊りや作り物（鹿・虎・牛・鶴）など
が勇壮に踊られます。

平成18年度　自衛官等募集

市民課（133－5612）

「サマーフェスタin市来」「祇園祭」「七夕踊」開催

産業経済課（121－5124）

こんにちは市長（市民と市長の直接対話）
～市長と気軽に話をしてみませんか？～

自治振興課（133－5631）
１．男子 　※２等陸士、２等海士及び２等空士募集計画 

２．女子 　※２等陸士、２等海士及び２等空士募集計画 

３．自衛官等募集計画 （２等陸士，２等海士及び２等空士を除く ） 

募集期 

採　用　時　期 

試　験　時　期 

合　格　発　表 

区　　　　　分 

曹 

一 般  曹 

候補学生 

航空学生 

看護学生 

自衛隊生徒 

（男子 ） 

曹候補士 

防衛大学校 

学　　　生 

防衛医科大学学生 

貸　費　学　生 

合　　　計 

小　　計 

看　護 陸 

陸 

５人 9 月 

9 月 

9 月 

９月 ９月 1 1 月 

８～９月 

11～１月 

（平 成 1 9 年 ） 

1 1 月 
１　月 

（平 成 1 9 年 ） 

１次　９月 

２次　1 0 月 

１次　９月 

２次　1 0 月 

１次　1 0 月 

２次　1 1 月 

１次　1 1 月 

２次　1 2 月 

１次　1 0 月 

最終　1 1 月 

１次　1 0 月 

最終　1 1 月 

４　月 

（平 成 1 9 年 ） 

３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

８～９月 

８～９月 

１次　９月 

２次　1 0 月 

３次  11～1 2 月 

１次　１月 

２次　１月 

（平 成 1 9 年 ） 

１次　1 0 月 

２次　1 1 月 

最終　１月 

（平 成 1 9 年 ） 

１次　１月 

最終　２月 

（平 成 1 9 年 ） 

１次　1 2 月 

最終　２月 

（平 成 1 9 年 ） 

9 月 
１次　1 1 月 

２次　1 2 月 

１次　1 1 月 

最終　２月 

（平 成 1 9 年 ） 

１次　1 1 月 

最終　１月 

（平 成 1 9 年 ） 

３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

４　月 

（平 成 1 9 年 ） 

４　月 

（平 成 1 9 年 ） 

４　月 

（平 成 1 9 年 ） 

４　月 

（平 成 1 9 年 ） 

２　月 

（平 成 1 9 年 ） 

12～１月 

（平 成 1 9 年 ） 

400 (36 ) 人 

180 (10 ) 人 

200 (22 ) 人 

25 0 人 

5 0 人 

5 0 人 

7 5 人 

1 1 人 

7,39 9 人 

70 人 

( 若干 名 ) 

70 人 

68 人 

( 若干 名 ) 

陸 

海 

空 

4,47 5 人 

1,26 0 人 

1,11 8 人 

6,85 3 人 

360 (25 ) 人 

100 (10 ) 人 

陸 

海 

空 

計 

推薦 

一般 

3,750 (120 ) 人 

960 (65 ) 人 

800 (85 ) 人 

陸 

海 

空 

陸 

海 

空 

海 

空 

採用予定人員 受 付 時 期  試 験 時 期  合 格 発 表  採 用 時 期  

８～９月 ９月 1 1 月 
３～４月 

（平 成 1 9 年 ） 

募　集　期 隊　　　別 採用予定人員 試 験 時 期  合 格 発 表  採 用 時 期  

７～９月 10～1 2 月 

受　付　時　に　指　定 

そ　　の　　都　　 度 

１～４ 月 （平 成 1 9 年 ） 

第１次 

4 ～６月 

第２次 

7～ 9 月 

隊別 

陸自 

海自 

空自 

計 

－ 

－ 

－ 

－ 

陸　自 

海　自 

空　自 

計 

50 0 人 

8 0 人 

16 4 人 

74 4 人 

28 8 人 

25 8 人 

26 2 人 

80 8 人 

第３次 

1 0 ～ 1 2 月 

0 人 

10 0 人 

8 0 人 

18 0 人 

第４次 

1～3 月 

4,47 4 人 

90 0 人 

1,40 0 人 

6,77 4 人 

採用予定人員 募集期 採用予定人員 募集期 採用予定人員 募集期 採用予定人員 

（注）1．採用予定人員等は、実行段階において一部変更することがある。
（注）2．採用予定人員欄中の（ ）内は、女子の採用予定人員であり、

内数である。

受付期間・試験期日については、変更になること
もあります。
詳しくは、自衛隊鹿児島地方連絡部薩摩川内出張

所（122-2401）担当者 野下又は串木野庁舎 市民
課へ。
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●日　　時 ８月21日（月）から
●会　　場 多目的グラウンド（全試合ナイター）
●試合方法 公民館対抗トーナメント戦
●チーム編成（年代別）

20代：２人　　30代：３人
40代：３人　　50代：１人

※各年代の基準日
50代：昭和32年４月１日基準日以前に生まれた者
40代：昭和42年４月１日基準日以前に生まれた者
30代：昭和52年４月１日基準日以前に生まれた者
20代：昭和62年４月１日基準日以前に生まれた者
●参 加 料 １チーム：5,500円（主将会時納金）
●主 将 会 ８月10日（木）18時から

市役所　串木野庁舎　地下東側大会議室
●試合時間 第１試合：19時30分から60分間

第２試合：20時30分から60分間
●投　　手 満40歳以上・下手投げ

（ウインドミル禁止）
●参加資格 各公民館に居住している者

（住所のある者）
●チーム編成 同一公民館単位
※同一公民館単位でチーム編成ができない公民館
は、同一地区内の他の公民館と混成チームをつく
って出場出来ます。
●申 込 み ８月10日（木）午後５時までに下記事

務局へお申し込みください。
●問合せ・申込み
いちき串木野市ソフトボール協会事務局
（市役所　串木野庁舎２階）
担当：企画課　後潟　133-5628（直通）

●募集人員 90名
●受験資格 高等学校卒業又は同等資格以上の者

（平成19年３月高等学校卒業見込みの者を含む）
●選抜方法 a自己推薦による入学者選抜

(小論文・基礎学力検査・面接・書類審査)
s推薦による入学者選抜
(小論文・基礎学力検査・面接・書類審査)

d一般入試による入学者選抜
(筆記試験・面接・書類審査)

●出願期間 １．自 己 推 薦 ９月１日～９月29日
２．推　　 薦 10月１日～10月30日
３．一般（前期）10月１日～11月17日
４．一般（後期）12月18日～

平成19年１月19日
●試 験 日 １．自 己 推 薦 10月７日（土）

２．推　　 薦 11月４日（土）
３．一般（前期）11月25日（土）
４．一般（後期）平成19年１月27日（土）

●問 合 せ 国立波方海上技術短期大学校
10898-41-5278

９月10日（日）に農業委員会委員の選挙が行われ
ます。
立候補を予定している人は、次のとおり説明会を

開きますので出席してください。
●日　時 ８月９日（水）午後２時から
●場　所 市来庁舎　３階会議室
●持参品 印鑑・筆記用具・メモ紙
※立候補届出書類等の配付をします。

投票日には棄権をせず投票しましょう。

～生かそう一票　あかるい郷土～

生涯学習講座『いきいきワクワク講座』の受講生
を次のとおり募集します。
●講座内容
心を楽にしながら、あなたの大切な人（親、子、

夫、妻、友人）と、よりよいコミュニケーションを
とるための方法を学ぶ講座です。
●講座予定日
・９月15日（金）、29日（金） 時間は
・10月６日（金）、20日（金） 午前10時から
・11月10日（金） 11時30分まで
・12月１日（金）
●募集人員 20名
●対 象 者 市内に居住する20歳以上の方
●会　　場 中央公民館和室
●受 講 料 無料
●申込み期限 ８月３日（木）
●申込み先 中央公民館または市来地域公民館に直接

申し込んでください。
●受講者の決定 定員を超えた場合は抽選を行い、結果

を個人ごとに通知します。
●問合せ先 ・中央公民館

・市来地域公民館
（136-2526）

公民館対抗市長旗争奪ナイターソフトボール大会

市民スポーツ課（121－5129）

国立波方海上技術短期大学校生募集Z

水産港湾課（133－5637）

農業委員会委員選挙の立候補予定者説明会

選挙管理委員会（121－5125）

生涯学習講座
『いきいきワクワク講座』受講生募集
～自分を知り、人とうまく付き合うためのワーク～

中央公民館（133－5654）

｝
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生涯学習講座『エコクラフト手芸教室』の受講生
を次のとおり募集します。
環境にやさしい再生パルプのエコ素材（紙ひも）

を竹細工のように手で編む楽しい手芸です。
【講座予定日】
串木野教室（中央公民館）
・９月11日(月)、25日(月) 時間は
・10月２日(月)、16日(月)、30日(月) 午後1時30分から
・11月６日(月) 午後3時30分まで
市来教室（市来地域公民館）
・９月11日(月)、13日(水)、15日(金) 時間は

20日(水)、22日(金)、25日(月)    午後7時30分から
午後9時30分まで

●募集人員 各教室20名
●対 象 者 市内に居住する20歳以上の方
●受 講 料 無料（ただし、材料代等自己負担）
●申込み期限 ８月３日（木）
●申込み先 中央公民館または市来地域公民館に直接

申し込んでください。
●受講者の決定 定員を超えた場合は、抽選を行い、結

果を個人ごとに通知します。
●問合せ先 ・中央公民館

・市来地域公民館（136-2526）

中央職業能力開発協会が主催するパソコンの操作
技能を評価する実技検定試験です。合格者には、ワ
ープロ技士・表計算技士の称号が与えられます。年
齢・国籍などに制限はありません。
ご希望の方は、お申し込みください。

●ワープロ部門（２級・３級）
日　時：８月６日（日）

・２級　11：00～　・３級　10：00～
検定料：・２級　6,400円（税込）

・３級　5,100円（税込）
●表計算部門（２級・３級）
日　時：８月６日（日）

・２級　14：00～　・３級　13：00～
検定料：・２級　6,400円（税込）

・３級　5,100円（税込）
●申込み締切 ７月28日（金）
●試験会場 クリックアート　パソコンスクール

（いちき串木野市昭和通285 佐抜ビル２階）
●申込み・問合せ

クリックアート　パソコンスクール
121-2111

動物愛護講習会が、下記日程で開催されます。
保健所で引き取りをした子犬等の譲り渡し（一般

譲渡）を受けたい方は、必ずこの講習会を受講して
ください。この講習会を受講されないと一般譲渡は
受けられません。
●日　程 ８月２日（水）午前11時から

※１時間程度
●場　所 伊集院合同庁舎内 伊集院保健所 会議室
●内　容 q犬の飼い方・しつけ方について

w犬の登録や狂犬病等について
※受講申込みは、開催日の前々日までに伊集院保健
所衛生課（1099-273-3111 内線206）へご連絡
ください。
※会場の駐車場は狭いので、できるだけ公共交通機
関をご利用ください。
※この講習会を受講された方が、毎月第３月曜日の犬
の引き取り日に来られても譲り渡しはできません。
※子犬等の一般譲渡は、譲渡
会で行います。譲渡会の有
無等の問合せについては、
伊集院保健所衛生課にお問
い合わせください。

平成18年度の国民年金保険料の免除更新手続きを
７月から受け付けています。
平成17年度において、全額免除または若年者納付

猶予の承認を受けられた方で、免除継続意向に同意
してあれば、今年度の申請書は提出不要になります。
ただし、前年度全額免除及び若年者納付猶予で継

続希望をされなかった方、半額免除・却下決定の方
は、新たに申請が必要となりますので、串木野庁舎
または市来庁舎の市民課年金窓口で手続きをしてく
ださい。

生涯学習講座
『エコクラフト手芸教室』受講生募集

中央公民館（133－5654）

｝

｝

コンピュータサービス技能評価試験

総務課（133－5633）

動物愛護講習会の開催について

生活環境課（133－5614）

そ の 他

７月の市税納期

税務課（133－5615）

納期限内の納付にご協力ください。
口座振替日は、７月25日です。口座振替の方は、

預金残高のご確認をお願いします。なお、口座振替
の手続きは、お近くの金融機関に納付書・通帳・印
鑑をご持参のうえ、お手続きください。

固定資産税 第２期…７月31日

～納税の　果たす役割　未来のために～

免除申請の更新はお済みですか？

串木野庁舎市民課（133－5612）・市来庁舎市民課（121－5115）
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人が容易に出入りできる空地や空家は、たばこの
投げ捨て、火遊び、放火などによる火災発生のおそ
れがあります。
空地や空家の所有者、管理者、占有者の方は、火

災予防上、次のことに心掛けてください。

１．空地の火災予防
●雑草（特に枯草）は、刈取るなどして除去する。
●ダンボールや紙クズなど、容易に燃えやすいも
のは除去する。

２．空家の火災予防
●人が容易に出入りできないように施錠する。
●空家の周囲に燃えやすいものを置かない。
●ガスや電気を遮断する。

８月・９月は、台風が多く発生する時期です。
被害を最小限にするために、台風情報に注意し防

災準備は早めにしましょう。
（ポイント１）気象情報を注意深く確認
テレビ､ラジオ、防災行政無線の情報に注意しま

しょう。
（ポイント２）停電に備える
懐中電灯、携帯ラジオ、予備の電池､飲料水の準

備など。
（ポイント３）家の内と外を固める
テレビアンテナ、支線の補強､瓦の点検。家周り

の小物の片付け。雨戸等の補強。排水溝の流れをよ
くする。
（ポイント４）自主防災組織の結成
災害が発生した場合に､近隣の住民が声をかけ合

って協力することで、被害を防ぎ､また軽減するこ
とができます。

道路は、私たちの毎日の生活を支える欠くことの
できない基本的な社会資本ですが、あまりにも身近な
存在であるため、その重要性が見過ごされがちです。
８月10日の「道の日」を契機に、もう一度見直し

てみませんか？
●道路にプランターや物を置かない、常に広い道路
●ごみのポイ捨てなどしない、美しい道路
●住む人みんなが管理人、安心・安全な道路
道路がきれいになれば、街がきれいになります。

街がきれいになれば、住む人の心もきれいになります。

８月は「道路ふれあい月間」・８月10日は「道の日」です

土木課（121－5151）

平成18年７月１日からの排水設備工事（便所・風
呂・台所等を公共下水管に接続する工事）は、下記
の指定工事店で行っています。
申請等の手続については、指定工事店が代行します。
※排水設備工事は、希望される指定工事店に相談の
うえ、直接指定工事店にお申し込みください。
※排水設備工事は、指定工事店以外の業者ではでき
ませんので、ご注意ください。

平成18年度いちき串木野市排水設備等指定工事店（50音順）

空地や空家に対する火災予防

消防本部（132－0119）

台風シーズン到来Z
～備えあれば憂いなし～

自治振興課（133－5632）

平成18年度 いちき串木野市排水設備等
指定工事店が決まりました

下水道課（121－5157）

指定工事店の名称

2アリムラ水道工業

1イシタケ

1上野組

2上原施設

上屋工作所

1榎元組

2榎元建設

海江田電機1

2久木山建設

串木野建設工業1

1国料建設

2坂口組

1薩摩水道

三和プラント工業1

下薗組2

2匠蔵

2須納瀬設備工業所

2芹ヶ野建設

2第一水道

2大誠電機

高野組2

b柳水道1

中央工業1

中央設備1

水流電設

テクノ住設

2寺田設備

2天龍建設

1徳田設備工業

徳永電機1

2中薗組

2中村商会

西原設備

1西別府弘組

2西牟礼建設

2ハマベ鉄工設備

彦設備

2平田環境設備

2福薗建設

2藤田設備工業所

2古川建設

2宝楽水道設備

2外薗総合住宅設備

2前田金物店

2前屋設備

1馬込建設

1マツオ電設

1マリン工業

丸善設備工業1

2萬造寺組

2瑞穂商会

1満留建設

蓑茂住宅設備

所　在　地

日置市伊集院町麦生田72-1

鹿児島市東俣町176-1

上名2236

大里4002-4

東塩田町21-1

下名5549

下名5920

大原町69

日出町87

上名8791

東塩田町112

下名12062-4

薩摩川内市矢倉町4659-14

鹿児島市南林寺町26-2

下名21142

下名21459-3

御倉町137

汐見町70

薩摩川内市大小路町53-16

薩摩川内市樋脇町塔之原3565-9

下名20910-2

薩摩川内市尾白江町3075-1

鹿児島市西田三丁目28-14

日置市伊集院町郡1666-6

下名14222

下名11273

住吉町167

昭和通81

鹿児島市新栄町22-22

日置市東市来町湯田3361-3

中尾町145-2

日置市伊集院町下谷口2704-1

大里4756-4

下名3204

川上4486

羽島947-16

日置市伊集院町郡1666-11

日置市東市来町長里2201

下名11247

羽島3533

中尾町8

南さつま市金峰町尾下1442

汐見町55-7

御倉町146

住吉町146

春日町79

日置市東市来町長里1419-2

汐見町56

下名5857-3

羽島7795

日置市伊集院町下谷口1915

下名21809

薩摩川内市平佐町2499-8

電話番号

099-273-3744

099-298-8201

32-8221

36-4703

32-4342

32-2374

32-3571

32-4131

32-3663

32-4354

32-9117

32-0553

22-5304

099-226-8648

32-7923

33-2580

32-2609

33-0711

23-4497

37-2890

32-2376

25-2261

099-257-2323

099-273-1832

33-2383

32-6213

32-2802

32-8833

099-257-5651

099-274-2752

32-3800

099-273-5473

36-4674

32-3404

36-2282

35-1322

099-273-0495

099-274-2517

32-3362

35-0053

32-2867

0993-77-2274

32-2044

32-9078

32-3692

32-3427

099-274-2726

33-0210

32-9928

35-1245

099-273-2161

33-1323

22-7702
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次の方々から故人の香典返しにかえて、社会福祉協

議会に寄付をいただきました。

ありがとうございました。ご冥福をお祈りします。

（届け出人が同意した方だけ掲載してあります。）

鹿児島県内の放送局は、鹿児島局（鹿児島市紫原）
の12月１日からの地上デジタル放送開始に向けて、
現在試験電波を発射して放送機器の試験や調整を行
っています。
試験電波の発射に伴い、地上アナログテレビの画

面が一面に砂をまいたような「ザラザラした画面」
になる症状が発生することがまれにあります。
このような症状が出たり、最近テレビの映りが悪

くなったりした場合には、下記「受信対策センター」
までお問い合わせください。
●問合せ先
宮崎・鹿児島地域受信対策センター
10120-050-969（無料）1099-206-8634（有料）
FAX：0120-550-219
受付時間：９時～21時（土・日・祝日９時～18時）

＊ 訂正とお詫び ＊

７月５日発行の「広報いちき串木野　おしらせ
版」に誤りがありましたので、訂正してお詫び申
し上げます。
【Ｐ.１ 咽頭結膜熱（プール熱）を予防しましょう！】
◆原因となる病原体及び感染経路は
アデノウイルスと呼ばれるウイルスがその原因と

なります。その感染経路としては、通常飛沫感染
（せきやくしゃみ等）、あるいは手指を介した接触感
染であり、結膜あるいは上水道からの感染です。

↓　　訂正

上気道

地上アナログテレビ放送への放送障害について

総務課（133－5633）

～夏場のドライブは「ゆとり」のある計画をZ～
自治振興課（133－5632）

夏場は、夏休みの開放感、暑さによる疲労、
レジャー交通の増加等による交通事故の多発
が予想されます。
市では、市民一人ひとりに交通安全知識を

普及させ、交通安全思想の高揚を図るととも
に、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣づけることにより、交通事故防止
の徹底を図るため、夏の交通事故防止運動期
間中に「目覚まし作戦」等の事故防止キャン
ペーンを計画しています。
運転中「眠い」と感じたら、迷わず休憩を

取るなど無理のない運転に心がけましょう。
また、シートベルトは自
分自身を守る命綱です。運
転席のみに限らず、すべて
のシートベルトを着用しま
しょう。

交通安全一口メモ交通安全一口メモ

８月の心配ごと相談

社会福祉協議会（132－3183）

相談はいっさい無料です。お気軽にご相談ください。
秘密は厳守されます。

※法律相談を希望される方は社会福祉協議会に予約して

ください（受付人員７名）。他の相談は予約はいりませ

ん。その他お問い合わせは、社会福祉協議会へどうぞ。

相 談 場 所
及　び
相 談 時 間

相談種別 相　談　員
相　談　日

生 活 ・ 福 祉
児 童 相 談

健康・介護相談

年 金 ・ 保 険
交通事故相談

心配ごと相談員

看護師経験者

社会保険労務士

司　法　書　士
土地家屋調査士

税 理 士

弁 護 士

心配ごと相談員

財産・登記相談

税金・経営相談

法　律　相　談

生活・福祉相談

８日 15日 22日 －
火 火 火 －

○ ○ ○ ○

－ － ○ －

○ ○ － ○

○ ○ － ○

－ － ○ －

－ － ○ －

○ ○ ○ －

串 木 野 老 人
福祉センター
９：00～12：00

市 来 老 人
福祉センター
10：00～12：00

香典返しを寄付
社会福祉協議会（132－3183）

寄 付 者 名
川　口　キ　エ
吉　村　恵美子
有　村　　　徹
外　薗　チ　ヱ
内　村　良　文
野　元　惠　勇
前　夷　哲　士
坂　下　良　一
火野坂　ヤ　ヱ
下袴田　次　男
西瀬戸　　　 忍
鮫　島　修　一
下　村　サチ子
田　渕　隆 武
冨　永　勝　彦
田　中　　　司
田　中　　　司
塩　屋　ナ　ミ
田　渕　春　江
長　家　キ　ミ
中　間　美喜夫
中　村　誠　一
戸　田　伸　善
出　口　　　浩
辻　野　裕　文
田　畑　正　一
松　元　　　晃
藤　脇　アキノ
竹之内　久美子

故 　 人
川　口　喜美子
石　橋　キクヱ
有　村　テ　ル
外　薗　　　茂
内　村　スギ子
野　元　テ　ル
前　夷　シ　ノ
坂　下　キ　ミ
火野坂　　　勇
下袴田　アサヱ
西瀬戸　松　一
鮫　島　イ　ワ
下　村　清　一
田　渕　テ　ル
冨　永　キ　ミ
田　中　睦　男
田　中　ミ　ヨ
塩　屋　茂 利
田　渕　喜代志
長　家　重　夫
中　間　キクエ
中　村　清一郎
戸　田　ツ　ミ
出　口　嘉　子
辻　野　　　静
田　畑　ミエ子
松　元　ヱ　ダ
藤　脇　　　広
勘　塲　ミチヱ

年齢
48
96
92
80
80
84
95
84
77
68
77
103
85
88
92
87
81
85
85
82
96
90
87
84
96
83
91
47
80

住　所
昭和通
大　里
大　里
下　名
薩摩川内市
東塩田町
西浜町
下　名
羽　島
上　名
大　里
北九州市
北浜町
川　上
大　里
桜　町
桜　町
東塩田町
上　名
本浜町
大　里
湊　町
荒　川
湊　町
元　町
羽　島
下　名
冠　岳
鹿児島市

※毎週金曜日
４日 11日 18日 25日
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≪≪市来分館おはなし会≫≫

☆日　時：８月12日（土）10：00～

★ボランティアグループ『たんぽぽ

の会』のおはなし会です。

☆日　時：８月26日（土）11：00～

日　時：８月２日（水）13：30～16：00

場　所：いちきアクアホール　多目的室

内　容：事例発表・読書推進活動についての講話等

※学校・幼稚園・保育園（所）・親子読書会・読書

ボランティアグループ等・読書活動に感心のある

方はどなたでも参加できます。

図 書 館 だ よ り

７ (月)・14 (月)・20 (日)・28 (月)

※開館時間※

８：30～17：00です

市立図書館８月の休館日

７ (月)・14 (月)・21 (月)・28 (月)

※開館時間※

９：00～18：00です

市来分館８月の休館日

８月の本の宅配は
３日・17日・31日です。

≪≪館内おはなし教室≫≫

☆日　時：８月５日（土）15：00～

☆内　容：おりがみ　えほん

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

☆日　時：８月18日（金）16：00～

☆内　容：かみしばい　エプロンシアター

◇新着図書（一般用）◇
・陰日向に咲く（劇団ひとり）
・典子44歳いま、伝えたい
～「典子は、今」あれから25年～（白井のり子）
・お火役凶状（澤田ふじ子）
・キーパー（マル・ピート）
・医師がすすめるウオーキング（泉嗣彦）
・聞き屋与平（宇江佐真理）

◇新着図書（児童用）◇
・幽体離脱レストラン
・牡丹さんの不思議な毎日
・平和の種をまく～ボスニアの少女エミナ～
・とんとんとんあそぼ

◇分館・新着図書◇
・眠れぬ真珠（石田衣良）
・明日へ（森昌子）
・がんに負けない、あきらめないコツ（鎌田實）
・伊東家の食卓No.１裏ワザ大全集2006年版
・星になったあかねちゃん
・くんくんくん
・せかいでひとつだけのケーキ

８月の移動図書館巡回日程

※サービスステーション（到着予定時）は『広報
いちき串木野６/20号』に掲載してあります。
詳しくは市立図書館（133-5655）へお尋ねく
ださい。

コース

１コース

２コース

３コース

４コース

５コース

巡回日

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月８日（火）

８月９日（水）

コース

６コース

７コース

８コース

９コース

10コース

巡回日

８月10日（木）

８月22日（火）

８月23日（水）

８月24日（木）

８月25日（金）

市読書活動研修会の案内
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16
17

いちき串木野市交通安全の日
市教育講演会
（10:00～11:45 いちきアクアホール　多目的室）

一般心配ごと相談
（９:00～12:00 串木野老人福祉センター）

七夕踊（８:00～18:00頃 大里地区内）
当 番 医　冨　　宿　　医　　院（132-3024）

い と う 耳 鼻 科（133-3387）
市　　来　　内　　科（136-5000）

当番薬局　み や び 薬 局 市 来 店（121-5030）
さ く ら 調 剤 薬 局（133-0450）

夏期巡回ラジオ体操（６:00～７:00 串木野中学校）
市来地域公民館長会（９:00～ いちきアクアホール）
行政相談、一般心配ごと相談
（10:00～12:00 市来老人福祉センター）
１歳６カ月児健康診査（平成17年１月生まれ）
（13:00～ 串木野健康増進センター）
３歳児健康診査（平成15年１月生まれ）
（13:00～ 串木野健康増進センター）
農業委員会委員選挙立候補予定者説明会
（14:00～ 市来庁舎３階会議室）
２歳児歯科検診（平成16年７月生まれ）
（13:00～ 串木野健康増進センター）
２歳６カ月児歯科検診（平成16年１月生まれ）
（13:00～ 串木野健康増進センター）

当 番 医　牧　　野　　医　　院（135-0017）
い と う 耳 鼻 科（133-3387）
ゆのもと記念病院（1099-274-2521）

当番薬局　さ く ら 調 剤 薬 局（133-0450）
定期健康相談・母子健康相談・母子手帳交付
（９:00～16:00 串木野健康増進センター）
健康相談（13:30～15:00 市来保健センター）
当 番 医　えんでん内科クリニック（132-7000）

金 　 子 　 病 　 院（外科）（133-0011）
当番薬局　山 内 調 剤 薬 局（132-3908）

串 木 野 調 剤 薬 局（132-8116）
高齢者交通安全の日
戦没者追悼式（10:00～ 市民文化センター）
一般心配ごと相談
（10:00～12:00 市来老人福祉センター）
当 番 医　宮之原循環器クリニック（132-3241）

藤　井　ク　リ　ニ　ッ　ク（132-8000）
当番薬局　ハ 　 ロ 　 ー 　 薬 　 局（132-8659）

つ ば さ 薬 局 串 木 野（133-0900）

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水
木

行政相談、法律・一般心配ごと相談
（９:00～12:00 串木野老人福祉センター）
５歳児歯科検診（平成13年７月生まれ）
（13:00～ 串木野健康増進センター）
青少年健全育成の日
家庭の日
アートフェスタ in 市来
（10:00～18:00 いちきアクアホール）
当 番 医　丸　　田　　病　　院（132-2263）

南 州 整 形 外 科 病 院（132-0051）
石神胃腸科内科医院（1099-274-3110）

当番薬局　と 　 ま 　 と 　 薬 　 局（132-2270）
さ く ら 調 剤 薬 局（133-0450）

交通事故０の日
チャレンジ教室（～23日）
（10:00～12:00 中央公民館）
一般心配ごと相談
（10:00～12:00 市来老人福祉センター）
６カ月児健康相談（平成18年１月生まれ）
（12:45～ 串木野健康増進センター）
１歳児健康相談（平成17年６月生まれ）
（12:45～ 串木野健康増進センター）
第２回親子体験食の伝承講座
（９:00～ 荒川コミュニティセンター）
採集植物等標本名付け会
（10:00～15:00 いちきアクアホール）
乳児・産婦健康診査、ＢＣＧ予防接種（平成18年４月生まれ）
（12:30～ 串木野健康増進センター）
一般心配ごと相談（９:00～12:00 串木野老人福祉センター）

川上踊（８:00～17:00頃 川上地区内）
税務課日曜窓口（９:00～12:00 串木野庁舎）
当 番 医　串木野内科・循環器科（133-2211）

和 田 外 科 医 院（132-4185）
博 悠 会 温 泉 病 院（1099-274-2238）

当番薬局　さ の さ 調 剤 薬 局（121-2280）
定期健康相談・母子健康相談・母子手帳交付
（９:00～16:00 串木野健康増進センター）
ふるさとを興す保健福祉学習大会
妊婦学級q（13:30～ 串木野健康増進センター）
妊婦学級w（10:00～ 串木野健康増進センター）
長崎鼻海水プール閉鎖（～18:00）
市民プール閉鎖（～18:00）
妊婦学級e（13:30～ 串木野健康増進センター）
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19

20

21

22

23

24

25
26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金
土

日

月

火

水

木

８月の市民カレンダー

市の人口（７月１日現在）
総人口　32,742人　　　男　　15,326人　　　

世帯数 13,619世帯　　女　　17,416人

〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕〔すくすく育って大きくなあれ〕 ６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分６月届出分

子どもの名前 保 護 者 住　所 子どもの名前 保 護 者 住　所

鈴　木　悠
ちか

仁
と

徳 永　凌
りょう

太
た

原　口　珠
じゅ

璃
り

亜
あ

赤　岩　楓
ふう

優
ま

赤　崎 釉
ゆう

心
しん

漆　島　幹
かん

大
た

森　　　辰
たつ

也
や

脇　園　隆
りゅう

也
や

谷　口　円
まど

花
か

岸　上　優理奈
ゆ り な

出生届の届出期間は、生まれた日から14日以内

※持参するもの ●出生届（出生証明書）１通

●母子健康手帳 ●国民健康保険証（加入者のみ）

●印鑑（届出人のもの）（届出人が同意した方だけ掲載してあります。）

宏 　 繁

昭 　 博

貴 　 光

亮

勝

勲

重 　 行

知 　 博

正 　 篤

洋 　 一

下 　 名

西塩田町

大　　里

上　　名

川　　上

東島平町

羽　　島

湊　　町

冠　　岳

下　　名

外　薗　海
かい

理
り

田　島　芽
め

凜
りい

龍　薗　絢
あや

加
か

栗　山　陽
ひ

菜
な

湯場崎 啓
けい

心
しん

潟　野　朝
とも

来
き

誠 　 宜

信 　 吾

康 　 雄

誠 　 史

辰 　 巳

真

下 　 名

下 　 名

下 　 名

大 　 里

下 　 名

下 　 名
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20

「広報いちき串木野」作成につき写真のご提供、取材等にご協力してくださったみなさん、本当にありがとうございました。

★

★★
★★

★ ★★

20

ステキな女の子になってね。
母：加奈子さん

原口　珠
じゅ

璃
り

亜
あ

ちゃん
（大里）

元気でたくましく育ってね。
母：美穂さん

鈴木　悠
ちか

仁
と

くん
（下名）

（６月届出分）

シリーズ　⑦ 

生福小学校
創立130年の歴史と伝統を守り、校風「礼を正し、場

を清め、時を守る」教育を進めています。本年度は、児
童数104人、教職員13人で、生福の教育３アップ（学力
アップ、思いやりアップ、体力・気力アップ）作戦と特
色ある教育活動で、大きな花を咲かせられるよう大切に
育てています。

【 学 力 ア ッ プ 】

授業改善３ポイントの実践、

漢字力・計算力の定着、全教師

一人一回以上の研究授業の実践、

家庭学習の習慣化に取り組み児

童の学力向上をめざします。

【思いやりアップ】

あいさつの徹底、一家庭一家
訓の徹底、一人読書百冊運動へ
の取組、ボランティア活動の充
実、いちょうの木コンサートの
実施に取り組み児童の豊かな感
性を育てます。

【体力・気力アップ】

一校一運動の推進(柔軟性や調

整力を高める補助・補強運動の

実施)、安全指導の徹底、保健指

導・給食指導の充実で健やかな

児童の成長をめざします。

＝キャッチフレーズ＝

子どもに夢と
あこがれを！

～104名　一人一人に自信を～


